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１ 概 況
本市の病院事業は，県下の中核的医療機関として，市民はもとより県民の健康保持

に必要な医療の提供を目的としている。この目的を達成するため，医師，看護師をは
じめ薬剤師などの医療技術者の技術向上を図り，専門的で高度な医療の提供及び救急
医療体制の確立に努力している。また，医師の卒後研修を行う臨床研修指定病院，看
護学校生徒の実習病院としての機能を果たしている。平成30年３月に地域医療支援病
院に承認，ＤＰＣ特定病院群に指定されたほか，令和２年４月には地域がん診療連携
拠点病院（高度型）に指定されている。
創 立

昭和１５年４月市立診療所として発足
昭和２０年４月市立病院に改称，現在に至る。この間，昭和３９年４月地方公営企業法

財務規定等適用，昭和４４年４月同法全部適用
所 在 地

上荒田町３７番１号（平成２７年５月移転）
敷地及び建物

敷地面積 ４４，６３２㎡

建物面積 病 院 本 棟 地上８階，塔屋１階 ４８，６７８㎡
エネルギーセンター 地下１階，地上３階 ２，５５０㎡
院内保育所 地上２階 ５２２㎡
そ の 他 ８５６㎡

計 ５２，６０６㎡

２ 経営の基本
敢 設 置

市民の健康保持に必要な医療を提供するため，病院事業を行い，企業の経済性を発
揮するとともに，公共の福祉の増進を図るよう運営するものとする。
柑 診療科目（３２科）

内科，糖尿病・内分泌内科，血液・膠原病内科，腎臓内科，脳神経内科，消化器内
科，循環器内科，呼吸器内科，リウマチ科，腫瘍内科，小児科，新生児内科，精神
科，放射線科，消化器外科，心臓血管外科，呼吸器外科，乳腺外科，小児外科，整形
外科，形成外科，脳神経外科，皮膚科，泌尿器科，産婦人科，眼科，耳鼻咽喉科，歯
科，歯科口腔外科，麻酔科，救急科，病理診断科
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桓 病 床 数

５７４床（一般病床５６８床・感染症病床６床）
棺 救命救急センター

重症救急患者に対し，２４時間体制で高度な救急医療を行うため，昭和６０年１月に開
設した。新病院では，初期治療室や観察室等を拡充し，緊急手術に対応した処置室を
設置した。また，救命救急センター内には集中治療室（ＩＣＵ）や分娩室などへ直結
する専用エレベーターを設置するなどさらなる救急医療の充実を図っている。なお，
平成２３年７月には小児救急医療拠点病院に指定されている。
款 成育医療センター

新病院では，従来の総合周産期母子医療センターの機能に小児科部門を加えた成育
医療センターを設置し，出生前から小児期まで一貫した医療体制を整備している。新
生児集中治療室（ＮＩＣＵ ３６床），新生児治療回復室（ＧＣＵ １２床），後方ベッド
（３２床），母子・胎児集中治療室（ＭＦＩＣＵ ６床）を設置している。
歓 脳卒中センター

日本人の３大死亡要因のひとつで，鹿児島において死亡率の高い脳卒中患者に対応
するため，平成２０年１月に脳卒中ケアユニット（ＳＣＵ ３床）の設置と，脳卒中専
門医による２４時間体制の対応により，発症直後の超急性期の治療も行える脳卒中セン
ターを開設し，新病院でも同様の体制を維持している。
汗 先進内視鏡診断・治療センター

平成２8年度に購入した内視鏡下手術支援ロボット（ダ・ヴィンチ）をはじめ，内視
鏡による診断及び治療をより先進的・効果的に行うために診療センターとして先進内
視鏡診断・治療センターを平成２9年４月に設置した。
漢 緩和ケアセンター

がん患者・家族への支援を目的とした医師，看護師，薬剤師等の専門職で構成する
緩和ケアチーム及び入院患者，外来患者への支援を目的とした緩和ケア病棟，緩和ケ
ア外来を統合的に組織化した緩和ケアセンターを平成３１年４月に設置した。
澗 総合診療部

診療各科の専門化・細分化に伴い，受診すべき診療科の分からない患者等に対する
初期診療を行うとともに，適切な専門診療科に案内する組織として，総合診療部を平
成３１年４月に設置した。
潅 がん診療部門

平成２３年４月に地域がん診療連携拠点病院に指定され，令和２年４月には，その高
度型にも指定された。新病院では，消化器，呼吸器，乳腺，泌尿器，婦人科領域のが
ん診療の充実を図るほか，中央手術室を１１室，集中治療室（ＩＣＵ）を１６床に増床す
るとともに，高精度の放射線治療装置を設置した。また，包括的ながん診療を行うた
め，①平成３１年度に腫瘍内科を設置するとともに，②令和２年４月から，緩和ケアセ
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ンター，がん相談センター及び院内がん登録室を一体的に組織化したがん治療支援セ
ンターを設置した。
環 医療安全管理室

医療安全管理に関する委員会の運営，職員に対する教育や研修及び医療事故に関す
る情報収集・分析・対策等を総括することを目的として，平成１９年４月に設置した。
甘 医療連携・入退院センター

地域の医療機関や介護施設等との協力・連携の拠点として支援を行うほか，医療
ソーシャルワーカー，相談員による福祉部門等との連絡調整，相談等を行い，患者に
最良の医療サービスを提供することを目的として，平成１９年４月に医療連携室が設置
されたが，平成２７年５月から新病院では新たに入退院の支援も行う医療連携・入退院
センターとしてスタートした。
監 教育病院施設

医師の臨床研修は，昭和４７年に医師法の臨床研修病院に指定され，平成１５年には新
たな医師臨床研修制度に対応する臨床研修病院として指定を受けている。また，多数
の看護師養成所の実習病院としての役割を果たしている。
看 鹿児島県ドクターヘリの運航

傷病者の救命率の向上と後遺症の軽減を図るため，当院を基地病院とする鹿児島県
ドクターヘリの運航が平成２３年１２月に開始した。ドクターヘリは，救急医療に必要な
機器及び医薬品を装備したヘリコプターで，救急医療の専門医及び看護師等が同乗し
救急現場等に向かうことにより，現場等から医療機関に搬送するまでの間，患者に救
命医療を行うことができるようになった。運航時間内は，屋上ヘリポートに駐機し，
要請があれば直ちに出動できる体制を整えている。
竿 鹿児島市ドクターカーの運用

消防局が実施主体となり，センター方式により，基地病院である市立病院内に救急
隊待機場所を設置し，ドクターカーの運用を平成26年10月から開始した（平日８時３０
分〜１７時１５分）。28年２月からは土曜日（祝日除く），また２９年８月からは，日，祝日
（年末年始を含む）まで含めた全日昼間の運行とした。さらに，３１年２月からは平日
の準夜帯（１７時１５分〜２２時）まで運行を拡大し，救急医療のさらなる充実を図ってい
る。
管 市立病院移転

施設の老朽化，狭隘化に伴い，平成２７年度の新築移転に向けた取り組みを進め，２１
年度は基本設計，２２年度から２３年度にかけては実施設計を行った。２４年度から２６年度
まで建設工事を行い，２７年５月１日に上荒田町に移転開院した。
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３ 事業計画

４ 事業実績
敢 科別患者数（令和元年度） （単位：人，％）
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構成比計外来入院種別
科別構成比計外来入院種別

科別

１．２４，３５７２，１１３２，２４４呼吸器外科０．４１，３６４１，２６７９７内 科

１．４５，４６１４，２７８１，１８３乳 腺 外 科２．６９，７０７７，３５０２，３５７糖尿病・内分泌内科

１．１４，２５１２，８９４１，３５７小 児 外 科３．２１２，０４４５，１９９６，８４５血液・膠原病内科

４．２１５，９４１６，５３２９．４０９整 形 外 科２．０７，５８９４，３９７３，１９２腎 臓 内 科

３．５１３，２５９８，２６９４，９９０形 成 外 科４．３１６，１７５５，７６６１０，４０９脳神経内科

４．４１６，５５１５，５１５１１，０３６脳神経外科６．６２４，９７６１４，９０２１０，０７４消化器内科

１．５５，７１５５，２９２４２３皮 膚 科５．４２０，４７７９，１１９１１，３５８循環器内科

５．３２０，２１７１１，３２２８，８９５泌 尿 器 科４．４１６，７９２７，９８８８，８０４呼吸器内科

１０．９４１，１８５２０，１４３２１，０４２産 婦 人 科２．２８，３８２５，２０９３，１７３腫 瘍 内 科

４．６１７，２４２１２，１７８５，０６４眼 科４．８１８，３６９７，８２７１０，５４２小 児 科

４．６１７，３８４９，８８６７，４９８耳鼻咽喉科７，３２７，６３３３，３５５２４，２７８新生児内科

３．８１４，３６９１１，８６２２，５０７歯科・歯科口腔外科０．１３３７３３７-精 神 科

０．５１，８４８１，２００６４８麻 酔 科１．７６，２６４６，１７７８７放 射 線 科

３．２１２，２５８４，８８１７，３７７救 急 科３．７１４，０２１３，６５２１０，３６９消化器外科

１００．０３７８，７９２１９０，６０２１８８，１９０合 計１．２４，６２４１，６９２２，９３２心臓血管外科

増 減令和２年度令和元年度事 項区 分

0５７４５７４病 床 数 （ 床 ）

１ 事 業 計 画

0５６８５６８一 般 病 床イ

０６６感 染 症 病 床ロ

０００結 核 病 床ハ

１０，６００３８２，３００３７１，７００患 者 数 （ 人 ）

１０，８００１９１，９００１８１，１００外 来 患 者イ

△２０0１９０，４００１９０，６００入 院 患 者ロ

９４５，０９１１，９２２，４４６９７７，３５５資 産 購 入 費 （ 千 円 ）
２ 建設改良計画

６１６，０００６１６，００００電子カルテシステム更新事業費（千円）



柑 科別収入状況（令和元年度調定額） （単位：千円，％）

桓 医療費負担患者数（令和元年度） （単位：人，％）
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負 担 区 分

延 患
者 数

種別

区分 そ の 他退 職
医 療

後 期
高 齢 者

生 活 保
護 及 び
命 入

労 災
保 険

社 会
保 険
（家族）

社 会
保 険
（本人）

国 保

２，９９９１４７４６，３０１７，６４３１，９９６４８，４４３３２，１６４４８，４９７１８８，１９０入 院

８，０３６３７６４１，１３４８，１８３１，７５７３７，５２７４０，８０５５２，７８４１９０，６０２外 来

１１，０３５５２３８７，４３５１５，８２６３，７５３８５，９７０７２，９６９１０１，２８１３７８，７９２計

２．９％０．１％２３．１％４．２％１．０％２２．７％１９．３％２６．７％構 成 比

構成
比計外 来入 院種別

科別
構成
比計外 来入 院種別

科別

１．７３４７，６７３５７，９９３２８９，６８０呼吸器外科０．１２４，７６１１１，７２２１３，０３９内 科

１．３２６０，１５０１７３，７１６８６，４３４乳 腺 外 科0．８１５９，８０９７８，２８４８１，５２５糖尿病・内分泌内科

１．１２２４，６２２５４，７２６１６９，８９６小 児 外 科４．２８４８，９０２３７２，６６０４７６，２４２血液・膠原病内科

３．８７６１，３４４７６，５３３６８４，８１１整 形 外 科１．１２１３，０６９５１，９３５１６１，１３４腎 臓 内 科

２．２４４９，８８０８３，２９３３６６，５８７形 成 外 科４．６９３４，０１３１２８，８１９８０５，１９４脳神経内科

５．９１，２０２，４３７９６，４０８１，１０６，０２９脳神経外科４．５９００，２０３３０６，９９４５９３，２０９消化器内科

０．３５３，５６２３２，０６８２１，４９４皮 膚 科７．０１，４２２，９７８１７０，４５９１，２５２，５１９循環器内科

６．６１，３２７，５９１５９０，５５４７３７，０３７泌 尿 器 科５．４１，０８３，８７２６０３，４２４４８０，４４８呼吸器内科

８．３１，６６７，１７７１７０，２８９１，４９６，８８８産 婦 人 科２．９５７９，８５９４１４，５６３１６５，２９６腫 瘍 内 科

３．６７２９，５２８２１５，５３１５１３，９９７眼 科６．３１，２６３，５７０３６６，０４１８９７，５２９小 児 科

３．２６５２，８６３２２７，０４５４２５，８１８耳鼻咽喉科１１．５２，３２２，７４３１６８，２９１２，１５４，４５２新生児内科

１．０２０６，０５７７６，７０５１２９，３５２歯科・歯科口腔外科０．０１，２４６１，２４６０精 神 科

０．４７８，０４５５，６０９７２，４３６麻 酔 科１．３２５９，７９５２５２，３８５７，４１０放 射 線 科

３．５７０３，０５５１１４，３４０５８８，７１５救 急 科４．９９８７，５６２６３，４７７９２４，０８５消化器外科

１００．０２０，１７５，８９１４，９９８，５９３１５，１７７，２９８計２．５５０９，５２５３３，４８３４７６，０４２心臓血管外科



棺 年度別患者数・収入状況（調定額） （前年度＝１００）

５ 財 務
敢 予算概要（令和２年度） （単位：千円）

－３９０－

病
院
事
業
（
４
事
業
実
績
・
５
財

務
）

支 出収 入

予定額款 項 目予定額款 項 目

２４，３２４，９６１収 益 的 支 出２３，０５１，００７収 益 的 収 入

２４，３２４，９６１病 院 事 業 費 用１２３，０５１，００７病 院 事 業 収 益１

２３，２８７，５２１医 業 費 用１２１，８０４，０６５医 業 収 益１

１１，４５８，３４６給 与 費１１５，８８３，４１５入 院 収 益１
６，９８４，１７６材 料 費２５，４５７，２２８外 来 収 益２
３，０９２，７９３経 費３４６３，４２２そ の 他 医 業 収 益３
１，５３８，０２４減 価 償 却 費４１，２４６，９４２医 業 外 収 益２

７８，６１２資 産 減 耗 費５５，３１１受 取 利 息 配 当 金１
１３５，５７０研 究 研 修 費６３７，８３５国 庫 補 助 金２
９８３，０８５医 業 外 費 用２３７０，０８４県 補 助 金３
２８５，９０３支払利息及び企業債取扱諸費１４５５，７６４負 担 金 交 付 金４
６７，３１０長期前払消費税額償却２７２，８８０他 会 計 補 助 金５
２０，５８９消費税及び地方消費税３１２６，３７０受 託 収 益６
６０９，２８３雑 損 失４６０，６８８長 期 前 受 金 戻 入７
４９，３５５特 別 損 失３１１８，０１０そ の 他 医 業 外 収 益８

９１５過 年 度 損 益 修 正 損１
４８，４４０そ の 他 特 別 損 失２
５，０００予 備 費４

５，０００予 備 費１

△１，２７３，９５４収 支 差 引

令和元年度平成３０年度平成２９年度年 度
区 分 対前年比対前年比対前年比

％
１００．３

人
１８８，１９０

％
９９．０

人
１８７，６９８

％
１０２．７

人
１８９，６４６

入 院

患 者 数 102．１１９０，６０２１０２．２１８６，７３８１０３．０１８２，６７４外 来

１０１．２３７８，７９２１００．６３７４，４３６１０２．９３７２，３２０計
％

１０２．１
千円

１５，１７７，２９８
％

１０７．２
千円

１４，８６８，６７２
％

１０７．６
千円

１３，８７５，４４８
入 院

収 入 状 況 １０６．４４，９９８，５９３１１８．９４，６９６，７９９１１２．９３，９５１，６４３外 来

１０３．１２０，１７５，８９１１０９．８１９，５６５，４７１１０８．７１７，８２７，０９１計



柑 各年度損益計算書（税抜） （単位：千円）

－３９１－

病
院
事
業
（
５
財

務
）

令和２年度予算令和元年度決算平成３０年度決算年 度
科 目

２１，７８０，８３７２０，４２８，６９２１９，８３９，４２２医 業 収 益１

１５，８８２，１６７１５，１７５，８８７14，867，738入 院 収 益１
５，４５６，３１１４，９９７，９９２4，696，167外 来 収 益２
４４２，３５９２５４，８１３275，517そ の 他 医 業 収 益３

２２，７０１，４７９２０，８４４，８７６19，913，052医 業 費 用２

１１，４４９，４０４１０，３０７，６４５9，978，228給 与 費１
６，６７３，８０１６，１９９，２０４5，861，626材 料 費２
２，８３６，１７９２，５２７，６６８2，152，997経 費３
１，５３８，０２４１，６８９，４０９1，802，715減 価 償 却 費４

７８，６１２２２，２８１19，810資 産 減 耗 費５
１２５，４５９９８，６６９97，676研 究 研 修 費６

△９２０，６４２△４１６，１８４△７３，６３０医 業 損 益

１，２２５，９５８１，４０２，３２０１，４１４，９４４医 業 外 収 益３

５，３１１４，６２４2，356受 取 利 息 配 当 金１
３７，８３５４１，３５１38，410国 庫 補 助 金２

３７０，０８４３７０，８１５367，884県 補 助 金３
４５５，７６４４５５，２０８462，515負 担 金 交 付 金４
７２，８８０２７４，０６７265，028他 会 計 補 助 金５

１１４，８８２５１，６１２42，561受 託 収 益６
６０，６８８８９，００５128，772長 期 前 受 金 戻 入７

１０８，５１４１１５，６３８107，418そ の 他 医 業 外 収 益８
１，５３６，６２０１，２０９，６１４１，１４９，１６７医 業 外 費 用４

２８５，９０３２９２，９８４298，669支払利息及び企業債取扱諸費１
６７，３１０６７，２７１67，310長 期 前 払 消 費 税 額 償 却２

００114，600繰 延 勘 定 償 却３
１，１８３，４０７８４９，３５９668，588雑 損 失４

支 出収 入

予定額款 項 目予定額款 項 目

３，６８８，０３９資 本 的 支 出２，６６０，５１１資 本 的 収 入

３，６８８，０３９資 本 的 支 出１２，６６０，５１１資 本 的 収 入１

２，５３８，４４６建 設 改 良 費１２，１４２，４００企 業 債１

１，９２２，４４６資 産 購 入 費１２，１４２，４００企 業 債１
６１６，０００電子カルテシステム更新事業費２５１８，１１１出 資 金２

１，１４４，５９３企 業 債 償 還 金２５１８，１１１一 般 会 計 出 資 金１
１，１４４，５９３企 業 債 償 還 金１

５，０００予 備 費３

５，０００予 備 費１

１，０２７，５２８損 益 勘 定 留 保 資 金 等

２６，７３９，０４６合 計２６，７３９，０４６合 計



桓 収支概要 （単位：千円）

－３９２－

令和元（決算）平成３０（決算）平成２９（決算）平成２８（決算）年度
区分

２１，８３１，１８８21，333，85619，515，718２１，６５７，４５８総 収 益 �イ

２２，０６２，１５７21，063，79619，719，490１９，６８３，２３９総 費 用 �ロ

△２３０，９６９270，060△203，772１，９７４，２１９差 引 �イ��ロ

９９．０１01．399．０１１０．０収 益 率 �イ��ロ

令和２年度予算令和元年度決算平成３０年度決算年 度
科 目

△１，２３１，３０４△２２３，４７８１９２，１４７経 常 損 益

０１７６７９，４９０特 別 利 益５

４９，３５５７，６６７１，５７７特 別 損 失６

５，０００００予 備 費７

△１，２８５，６５９△２３０，９６９２７０，０６０当 年 度 純 損 益

病
院
事
業
（
５
財

務
）


